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あき　しゅん　　　　　ぁ　　ぁまから　　　　　　こんだ、て

寂が旬の甑ま」を掛γ碑いたれをからめた赦射す。

魚が奇手で毛食べや右、斬l往な，ています。ユほん。芸．こ

のせて射て毛おいしい胃よ。たれがご‘Jんにしみこ乙・と

封おいしく射ます。れ骨もあ胴が、、給食用骨まで、・
た　　　　　ちょり　　　　　ほね　た

食べられるりに郷里してあるので、、骨ごと食べれよう。

身ル∬仏やたんは絹毛細的てい・戚長軸の姉さんにの：　　た　　　　ほ

顔珂複べて廃し湖畔叩。
鹿食誓巧
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